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24

と
国
道
一
五
一
号
新
城
バ
イ
パ
ス
と
の
結
節
点

に
、
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新
城
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

市
内
各
所
で
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
新

東
名
高
速
道
路
は
、
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
開

通
が
一
年
延
期
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
末
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
開
通
す
れ
ば
新
城

Ｉ
Ｃ
は
奥
三
河
地
域
の
玄
関
口
と
な
る
こ
と
か

ら
、「
奥
三
河
観
光
ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
人
が
集
い
交
流
す
る
地
域
の

拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
名
称
の
意
味

　
「
も
っ
く
る
」
と
は
、
木
材
・
来
る
の
意
味

で
す
。
温
も
り
を
感
じ
る
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
、
地
域
の
産
物
を
余
す
こ
と
な
く
活
用

し
、
人
々
集
ま
る
（
来
る
）
活
気
あ
ふ
れ
る
道

の
駅
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

・
施
設
概
要

　

奥
三
河
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
活
用
し
た

ア
ー
チ
形
の
屋
根
の
建
物
で
、
中
に
入
る
と
木

の
柱
や
格
子
状
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
天
井
が
印

象
的
で
す
。

　

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
「
馬
防
柵
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
と
さ
れ
る
男
性
用
ト
イ
レ
は
、
木

組
み
の
壁
で
外
か
ら
の
明
か
り
を
活
か
し
た
造

り
で
、
女
性
用
は
奥
三
河
地
域
の
観
光
資
源
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

建
物
の
奥
を
抜
け
る
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
新
城
市
四
谷
の
千
枚
田
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
棚
田
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け

て
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
の
近
く
に
は
観
光
案
内
所
や

「
足
湯
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
名
湯
「
湯
谷

温
泉
」
の
お
湯
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

構　
　

造　

木
造
二
階
建
て

　

延
べ
面
積　

一
、〇
七
三
・
六
九
平
方
㍍

　

営
業
時
間　

九
時
～
一
八
時

　

駐 

車 

場　

普
通
車
七
五
台　

大
型
一
三
台

　
　
　
　
　
　

身
障
者
用
二
台

・
売
店
等

　

入
口
付
近
は
定
番
の
ス
ナ
ッ
ク
屋
台
、
内
部

で
は
「
お
惣
菜
バ
イ
キ
ン
グ
」
や
、
猪
肉
を

使
っ
た
「
し
し
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
の
ジ
ビ
エ
料

理
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
東
三
河
の
特
産
品

が
数
多
く
揃
え
ら
れ
、
間
伐
材
を
利
用
し
た

「
丸
太
コ
ン
ロ
」
や
薪
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
ご
覧
に
な
っ

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス
方
法

 

［
自
家
用
車
］
東
名
高
速
道
路 

「
豊
川
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
国
道
一
五
一
号
線
を
北
へ
約
三
〇
分

◆
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新
城
」

　

江
戸
時
代
か
ら
桜
で
有
名
な
桜
淵
が
あ
る
新

城
市
は
、
城
下
町
を
中
心
と
し
た
県
内
で
二
番

目
に
広
い
自
治
体
で
す
。
古
く
は
豊
川
の
水
運

と
信
州
方
面
へ
の
伊
那
街
道
を
結
ぶ
中
継
地
と

し
て
栄
え
、「
山
の
湊
」
と
も
称
さ
れ
た
交
通

の
要
所
で
し
た
。

　

そ
の
新
城
市
で
三
月
二
十
一
日
、
新
東
名
高

速
道
路
の
新
城
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

店内の様子

駐車場の足湯

「もっくる新城」の正面入口

千枚田をイメージした棚田ベンチとステージ


